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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試薬を計量するための流体用容器（１）であって、チャンバ（４）と、前記流体を前記
チャンバ（４）内に封入するよう前記チャンバ（４）を密閉する第１のフィルムとを有す
る容器（１）において、
　第２のフィルム（７）が前記第１のフィルム（３）に密封的に被着され、前記フィルム
は、圧力を両方のフィルムに同時に加えたとき、前記第１のフィルム（３）が裂け、前記
第２のフィルム（７）が弾性的且つ／或いは可塑的に変形するよう前記フィルムの引裂き
強さが互いに異なっている、
　ことを特徴とする容器（１）。
【請求項２】
　前記チャンバ（４）は、キャリヤフィルム（２）に設けられた窪みである、
　請求項１記載の容器（１）。
【請求項３】
　チャネル（４０）が前記チャンバ（４）に隣接して位置し、前記第１のフィルム（３）
は、前記チャンバ（４）と前記チャネルとの間の流体分離部を形成している、
　請求項１又は２記載の容器（１）。
【請求項４】
　前記第１のフィルム（３）は、金属箔である、
　請求項１、２又は３記載の容器（１）。
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【請求項５】
　前記第１のフィルム（３）は、アルミニウム箔である、
　請求項４記載の容器（１）。
【請求項６】
　前記第１のフィルム（３）は、破断点伸びが５０％未満のプラスチックから成る、
　請求項１、２又は３記載の容器（１）。
【請求項７】
　前記プラスチックフィルム（３）は、前記チャンバの内部寄りに拡散防止層を有する、
　請求項６記載の容器（１）。
【請求項８】
　前記第１のフィルム（３）は、厚さが５～１００ミクロン、好ましくは１５～１００ミ
クロンである、
　請求項４ないし７のいずれか１項に記載の容器（１）。
【請求項９】
　前記第２のフィルム（７）は、破断点伸びが３００～２０００％、特に３００～７００
％、特に好ましくは４００～６００％の弾性材料から成る、
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の容器（１）。
【請求項１０】
　前記第２のフィルム（７）のフィルム材料は、ゴムである、
　請求項９記載の容器（１）。
【請求項１１】
　前記第２のフィルム（７）のフィルム材料は、次の材料、即ち、
　・ＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）
　・シリコーン
　・フッ素ゴム
　・ＰＶＣのうちの１つである、
　請求項９記載の容器（１）。
【請求項１２】
　前記第１のフィルム（３）と前記チャンバ（４）との間には少なくとも１つの中間フィ
ルム（１３）が設けられ、該中間フィルムは、開口部（６）、特に貫通穴（６）を有する
、
　請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の容器（１）。
【請求項１３】
　前記中間フィルム（１３）は、プラスチックから成り、その厚さは、５０～１０００ミ
クロンである、
　請求項１２記載の容器（１）。
【請求項１４】
　前記チャンバ（４）は、ブリスタパック（２）に設けられた窪みである、
　請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の容器（１）。
【請求項１５】
　前記チャンバ（４）の壁は、プラスチック及び／又は金属から成る、
　請求項１４記載の容器（１）。
【請求項１６】
　前記窪み（４）は、桶形又は楕円形であり、前記チャンバ（４）の前記チャンバ壁の外
面を押して変形させることにより圧力を発生させることができる、
　請求項１４記載の容器（１）。
【請求項１７】
　変形可能な、特に圧縮可能な前記チャンバ（４）の壁厚は、２００～３００ミクロンで
ある、
　請求項１６記載の容器（１）。
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【請求項１８】
　前記チャンバ（４）の容積は、１００～５００マイクロリットル、特に２００～３００
マイクロリットルである、
　請求項１７記載の容器（１）。
【請求項１９】
　前記第２のフィルム（７）は、その表面が前記第１のフィルム（３）に取り付けられ、
前記フィルムの非取付け領域がチャネル（４０）を形成するようになっている、
　請求項３記載の容器（１）。
【請求項２０】
　前記第１のフィルムは、材料を薄肉化した部分、特に切欠きの形態をした脆弱な箇所を
有し、圧力を加えると、前記第１のフィルムは、前記脆弱な箇所のところが優先的に裂け
るようになっている、
　請求項１ないし１９のいずれか１項に記載の容器（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に記載された、マイクロフルイディック器具に流体を貯蔵し
たり計量したりするための容器に関する。本発明は、更に、請求項２１の前文に記載され
たブリスタストリップ、請求項２２の前文に記載されたマイクロフルイディックカートリ
ッジ及び請求項３０の前文に記載されたマイクロフルイディック器具に関する。更に、本
発明は、請求項３６の前文に記載された医学的分析器械及び請求項３７の前文に記載され
た容器の製造方法並びに請求項４０の前文に記載された流体の計量分配方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マイクロフルイディック器具（場合によっては、マイクロ流体器具又はマイクロ流路器
具と呼ばれることがある）では、多くの場合、少量の液体を正確な容積で計量しなければ
ならない。計量されるべき液体の例は、溶剤、緩衝溶液、栄養液、試薬又はこれらの組み
合わせである場合がある。マイクロフルイディック器具は、大抵の場合生物学的及び／又
は化学的反応を分析するための分析において用いられている。分析器具のコアは、毛管チ
ャネル及びチャンバが設けられたカートリッジであり、毛管作用又は外力は、検査される
べき液体が運搬されるようにする。毛管チャネルは、入口領域と分析領域との連結部を形
成し、チャネル網は、サンプル液体、例えば特に尿、血液若しくは血漿又は他の生物学的
サンプル溶液の分配を保証する。
【０００３】
　運搬は、例えば、サンプル流体とカートリッジ内に入れられている試薬の混合を保証す
る。複雑な検出反応又は複雑な分析にあたり、一連の種々の溶液を特定のシーケンスで正
確な容積の状態で計量することが必要である。分析器具のオペレータは、誤った操作の恐
れが生じないようにできるだけ単純である操作手順を実施することが要求されるべきなの
で、貯蔵容器及び軽量手段をカートリッジに結合することが有利である。
【０００４】
　その結果、オペレータは、サンプル流体の困難な取り扱いを実施する必要性がなくなり
、オペレータの入力は、分析機器においてカートリッジを一体形計量機構体で置き換える
ことになる。
【０００５】
　この場合、分析機器は、他の全てのステップ、例えば溶剤の追加の制御、特定温度の選
択、溶液の混合及び起こった特定の生物学的又は化学的反応の関数としてのサンプル液体
中における物理的又は化学的変化の検出を実施する。マイクロフルイディックカートリッ
ジ内における液体の計量の際の操作プロセスの自動化は、液体容器をカートリッジ中に組
み込むことにより又は溶液若しくは試薬を収容した容器をカートリッジに流体結合するこ
とにより達成できる。この結合は、容器又は多数個の容器を備えたブリスタをカセット又
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はカートリッジに後で連結することにより実施できる。製造後、容器又はブリスタをカセ
ット又はカートリッジ上に置き又は変形例としてこれに接着し又は溶接する。
【０００６】
　試薬は、パウチ、ブリスタに形成されたウェル又は凹部内に容易に詰め込み可能である
。ブリスタの製造にあたり、熱可塑性変形によって作られた窪みは、典型的には、１枚の
プラスチックストリップ又はキャリヤフィルムに形成され、窪みの各々には所望の溶液又
は試薬を充填し、充填状態のブリスタパウチをカバーフィルムによって流体密状態に密封
する。
【０００７】
　次に、カートリッジとカートリッジに合うように構成されたブリスタストリップを互い
に対して位置決めすると共に／或いは互いに結合し、流体で満たされたブリスタチャンバ
とカートリッジのマイクロフルイディックネットワークとの間に結合部を作ることができ
るようにする。
【０００８】
　ブリスタ又はカートリッジ‐ブリスタカセットが貯蔵に適するようにするためには、ブ
リスタチャンバ内の液体又は溶液を蒸発及び漏れが阻止されるように収容しなければなら
ない。
【０００９】
　カートリッジ‐ブリスタカセットの操作の際、ブリスタチャンバを或る特定の箇所で開
く。これは、例えば、ブリスタフィルムをチャンバベースの付近で切断して液体が切断箇
所を通って流れ出て、次に、カートリッジの検査チャンバ内に滴下し又は入口領域、例え
ばカートリッジのチャネル開口部によって吸収されるようにすることによって実施可能で
ある。
【００１０】
　独国特許出願公開第３８０００３６（Ａ１）号明細書から、この種の容器及び検査器具
が知られており、他方、この独国特許出願公開明細書によれば、密閉液体容器又はブリス
タチャンバを外部から穿通するか穿通操作のために円錐形先端部を容器内に設けるかのい
ずれかの構成が提供されている。後者の場合、指の力でチャンバを押すことにより、チャ
ンバ内に一体化された穿通ツールの先端部を独国特許出願公開第３８０００３６（Ａ１）
号明細書の図１７に示されているように密封フィルムを刺し通し、その結果、ブリスタチ
ャンバ内に入れられている液体は、流れ去ることができる。
【００１１】
　同様な容器が国際公開第２００６／０７９８２（Ａ２）号パンフレットに開示されてお
り、この場合、押し込み可能なドーム状容器がこの中に鋭利なスパイクを有している。ス
パイクは、変形可能なドームを凹ましたときに、スパイクの先端部が密封フィルムを穿孔
するようにドームの頂点のところに配置されている。このように、ドーム又はチャンバの
内部に入っている液体は、孔を通ってチャネル内に流入することができ、チャネルの入口
領域は、チャンバに向かって延びている。
【００１２】
　変形例として、密封フィルムを、単に圧力をドームの外部に加えることによって引裂い
て開けることが想定でき、この場合、スパイクは用いられない。上述の先行技術の欠点は
、利用可能なチャンバ容積がチャンバ内に配置されたスパイクによって制限されるという
ことにある。密封フィルムを穿孔するために入っている液体に対してスパイクを運動させ
ることができるようにするために、チャンバは、ほんの約７５％の液体で一杯になる。液
体の計量中に望ましくない気泡を生じさせる場合のあるガスが残留容積部内に封入されて
おり、それにより、毛管作動式カートリッジの誤動作が生じる。
【００１３】
　さらに、この種のチャンバは、制限された程度まで、即ち、スパイクにより密封フィル
ムの穿孔によって制限される運動範囲を超えて或る特定の条件下でのみ変形可能であるに
過ぎない。したがって、全体が先行技術に従って充填されるチャンバを空にすることがで
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きない。
【００１４】
　先行技術のもう１つの欠点は、穿通スパイクを動かすためにチャンバを変形させる必要
があるので、チャンバ内に圧力が生じるということにある。これは、密封フィルムを穿通
したときに、圧力の印加及びスパイクの運動に応じて、望ましくないことに、不定量の液
体が急に放出されるという作用効果を有する。
【００１５】
　容器の重要な一要件は、容器内の液体が規定されたインターフェイスを通って制御され
た仕方でマイクロフルイディック器具中に流入しなければならないということにある。気
泡が液体として生じて容器から出ることは阻止されるべきである。液体は、マイクロフル
イディック器具、特にフルイディック微細構造中への液体の制御された移送のためには圧
力が加わっていないものでなければならない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】独国特許出願公開第３８０００３６（Ａ１）号明細書
【特許文献２】国際公開第２００６／０７９８２（Ａ２）号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　したがって、上述した先行技術の背景に鑑みて、課題は、改良型容器、この容器の製造
方法、この種の容器を備えた改良型ブリスタストリップ及び改良型マイクロフルイディッ
ク器具を提供することである。もう１つの課題は、容器からマイクロフルイディックカー
トリッジ内への改良型計量分配方式を提供することにある。
【００１８】
　具体的にいえば、この課題は、実質的に気泡のない充填マイクロフルイディックカート
リッジを達成すると共に容器からマイクロフルイディックネットワーク中への液体の制御
された計量分配を達成することである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　これら目的は、請求項１に記載の容器、請求項２１記載のブリスタストリップ、請求項
２２記載のマイクロフルイディックカートリッジ、請求項３０記載のマイクロフルイディ
ック器具、請求項３６記載の分析器具、請求項３７記載の容器の製造方法及び請求項４０
記載の流体の計量分配方法によって達成される。
【００２０】
　上述の課題を解決するため、容器が試薬を計量するための液体のために提供されるべき
ことが想定され、この容器は、チャンバ及び第１のフィルムを有し、第１のフィルムは、
液体がチャンバ内に封入されるような仕方でチャンバを密閉する。第２のフィルムが第１
のフィルムに密着した状態で配置される。このことは、第２のフィルムが第１のフィルム
の表面に取り付けられ、第１のフィルムに密着することを意味している。第１のフィルム
は、全体にわたって接着され又は積層されるのが良く、変形例として、局所的に、平坦な
接着部が存在せず、その結果、第１のフィルムと第２のフィルムがこれら局所領域では互
いに取り付けられず、互いに密着した状態のままであっても良い。フィルムは、圧力を両
方のフィルムに同時に加えたときに、第１のフィルムが裂け、第２のフィルムが弾性的に
且つ／或いは可塑的に変形するよう互いに異なる破断強さのものである。
【００２１】
　破断強さは、フィルムの厚さ及び／又はフィルムの幾何学的形状と関連してもたらされ
る延伸に対するフィルムの物性を意味している。破断強さは、材料の断面、破断点伸び及
び材料の密度に関連付けられた弾性限度又は引裂き強さという物性の両方を含む。例えば
、第１のフィルムは、金属薄膜、特にアルミニウム箔であるのが良い。アルミニウム又は
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アルミニウム合金は、典型的には、破断点伸びが３０％～５０％であり、Ａｌ合金の破断
点伸びは、５％～１０％である。これとは対照的に、ＴＰＥプラスチックに関し、プラス
チックの破断点伸びは、数百パーセント、例えば２００％～２０００％、好ましくは３０
０％～７００％である。これにより、好ましくは破断点伸びが３０％未満の金属から成る
第１のフィルムは、圧力が加えられると、伸びが殆どない状態で裂け、これに対し、第２
の外側の弾性プラスチックフィルムは、弾性及び／又は塑性変形を受けるに過ぎない。
【００２２】
　第２の弾性フィルムのフィルム材料は、合成ゴム、ＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）、
シリコーン、ビトン又は他のプラスチックフィルム若しくは天然弾性材料であるのが良い
。
【００２３】
　金属箔の使用の代替例として、第１のフィルムは、好ましくは破断点伸びが５０％未満
の脆性プラスチックから成っていても良い。検討対象となりうる別の変形例は、セラミッ
クフィルム材料の使用である。セラミックフィルム又はプラスチックフィルムが用いられ
る場合、かかる材料は、カプセル内に入れられた流体に対して流体密である必要がある。
これは、例えば、チャンバの内部に拡散防止且つ流体密被膜を施すことにより達成できる
。拡散防止又は流体密被膜は、例えば、第１のフィルムを金属フィルム又は高密度プラス
チックフィルムで被覆することにより、例えば、箔へのフィルムの蒸着、スパッタリング
、融着又は電着によって得られる。
【００２４】
　第１のフィルムの厚さは、５ミクロン～１００ミクロンであり、好ましくは、１５ミク
ロン～６０ミクロンである。
【００２５】
　第１のフィルムは、数ニュートンの圧力が加えられると裂ける。第１のフィルムの裂け
傾向を高めるため又は引裂ける場所を突き止めるため、チャンバの付近で第１のフィルム
に脆弱な箇所、例えば切欠きを設けることが可能である。切欠きにより、フィルムの断面
が減少すると同時に第１のフィルムの割れ又は裂けの始まる起点としての裂けピークが形
成される。種々の機械的方法、例えばスタンディング（standing）、エンボス加工、スク
ラッチング又は他の付形方法及び材料除去法、例えばエッチング、レーザ加工又はエネル
ギービーム加工によって切欠きを形成することができる。脆弱箇所又は切欠きは、第１の
フィルムに優先的破断箇所を形成する。
【００２６】
　容器チャンバは、プラスチックシート又はプラスチックフィルムの塑性変形により作ら
れる。変形例として、チャンバ形成材料は、金属又は種々のコンポーネント、例えば金属
、特にアルミニウム及び熱可塑性プラスチックで構成された複合材料から成っていても良
い。好ましくは熱可塑性変形により、板状基体に複数個の窪み、特に半球形チャンバが作
られ、このようにして、ブリスタストリップが製造される。
【００２７】
　チャンバ又は窪みに液体、特に試薬を充填し、次に流体密の第１のフィルムをブリスタ
のベースに特に接着又は融着により固定し、第１のフィルムがチャンバ内の液体を環境か
ら出ないように封入するようにする。
【００２８】
　チャンバ又はパウチの形状は、パウチの形状を圧縮することができるように半部の形を
し、ドームの形をし、長円形であり又は管の形をしている。好ましい実施形態では、ブリ
スタの材料は、ポリプロピレン、ＰＶＣ、ＰＣＴＦＥ又はＰＶＤＣという材料のうちの１
つから成る。特に好ましい実施形態では、材料は、ポリプロピレンから成り、その厚さは
、２０ミクロン～３００ミクロン、特に６０ミクロン～１２０ミクロンである。チャンバ
壁及び第１のフィルムの材料は、液体が逃げ出ないように且つガスが入り込まないように
液体及びガスに対して拡散防止性を示すことが必要である。有利には、材料は、ブリスタ
ストリップが貯蔵に適していて、半年よりも長い期間にわたってこれらの機能を保持する
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よう選択される。
【００２９】
　この期間内で又は１年又は１８ヶ月という長い期間にわたり、キャリヤ材料、ベースフ
ィルムの材料及び接着剤に応じて、ブリスタパウチからの液体の損失分は、液体の量又は
液体の体積で測定して５％未満、好ましくは１％未満であることが必要である。ガス流入
係数に関し、これは、特に貯蔵期間中、溶液又は試薬の酸化を阻止するよう酸素が流入し
ないようなものであるべきである。
【００３０】
　チャンバのサイズは、有利には、容器チャンバが少なくとも５マイクロリットルの溶液
を収容することができるようなものである。容器容積に関する他のサイズとしては、特定
の液体についての必要性に応じて、１０、２０、５０、１５０、２５０、３００、５００
、１０００、２０００、５０００、１００００、２００００及び５００００マイクロリッ
トルの試薬体積又は液体体積が挙げられる。例えば洗浄ステップが分析中に必要な場合、
多量の液体が用いられる。
【００３１】
　１つのブリスタストリップには種々のサイズのリザーバ又は容器が設けられる場合があ
る。容器は、好ましくは、平べったい平面状ベースを有し、容器の開口部は、第１及び第
２のフィルムによって閉鎖される平坦な平面内に位置し、これら開口部は、平坦な表面の
上方に延びるパウチによって形成される。代表的には、本体は、ベース又は底面のところ
に１ｍｍ～５ｃｍの断面を有する。断面長さは、表面を通る対角線として測定され、この
断面は、ベース又は開口部に平行な部分によって得られる。
【００３２】
　高さ、この場合パウチの底部からドームへの表面垂線の長さは、好ましくは２００ミク
ロン～８００ミクロンである。代表的には、容器は、完全充填されるが、部分充填、例え
ば容器の全容積の５％、１０％、２５％、５０％又は７５％が満たされるようにほんの僅
かな量、例えば５０マイクロリットルの試薬が必要である場合がある。代表的には、部分
充填リザーバ又は容器は、投与されるべき試薬に応じて、少なくとも１０マイクロリット
ル、５０マイクロリットル又は少なくとも１００マイクロリットルを収容する。
【００３３】
　別のステップでは、少なくとも１つの弾性の第２のフィルムを例えばフィルムの積層又
は内張りにより第１のフィルムに被着させる。
【００３４】
　本発明の一実施形態では、少なくとも１枚の他の中間フィルムが第１のフィルムと外側
の第２の弾性フィルムとの間に配置される。中間フィルムは、開口部、特に隙間穴を有す
る。この穴は、好ましくは、チャンバの内部の方に差し向けられている。また、複数の穴
を中間フィルムに設けることが可能である。さらに、チャンバの付近に入口領域を備えた
１つ又は２つ以上のチャネルを中間フィルムに設けるのが良い。好ましくは、上述の開口
部を備えた１本又は複数本のチャネルは、流体接触関係をなし、特に、この種の開口部は
、１本又は２本以上のチャネルの入口領域を形成する。
【００３５】
　中間フィルムの厚さは、５０～５００ミクロン、特に１５０～２５０ミクロンであり、
中間フィルムは、プラスチック材料から成る。
【００３６】
　中間フィルムに凹部又は窪みとして形成された貫通開口部又はこれと同様に設けられた
チャネルは、第１のフィルムにより容器チャンバから流体的に分離される。力がフィルム
に加えられると、チャンバの内部のフィルムは、裂け、フィルムにより形成された仕切り
壁は、チャンバとチャネルとの間で開く。変形例として、上述の開口部又は上述のチャネ
ルをチャンバに流体結合すると共に密封フィルムが開口部又はチャネルを封止することが
可能である。
【００３７】
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　チャネルは、出口領域を更に有する。本発明の好ましい実施形態では、出口領域は、少
なくとも１枚の中間フィルムの第２の貫通流れ開口部によって形成される。外側の第２の
弾性フィルムにも、この第２の開口部のところに開口部が設けられるのが良く、従って、
容器からの流体は、破断し又は裂けた第１のフィルムを通ってチャネルの入口領域に流入
し、チャネルを通ってチャネルの外側領域内に運び込まれるようになっている。特定の出
口開口部のところで規定された仕方でチャネルを介して容器を空にすることができる。
【００３８】
　好ましい実施形態では、チャネルの第２の開口部は、外側の弾性フィルムにより封止さ
れる。第２の開口部及びこれに隣接した領域では、中間フィルムと第２の弾性フィルムは
、取り付けられないで互いに衝合する。これは、例えば、平らなチャネル上の部分に中間
フィルムと第２のフィルムが接着されていないということによって達成できる。この接着
剤が施されていない領域は、中間フィルムの開口部をこの領域の長さだけずれている中間
フィルム又はキャリヤ材料の別の開口部に結合する。弾性フィルムも又、接着が行われて
いない領域で中間フィルムに密接して位置するので、液体は、第１のフィルムの破断にも
かかわらず封入されたままである。
【００３９】
　次に、圧力を液体又は溶液に加えた場合、液体は、中間フィルムの開口部を通って非取
付け状態の領域に押し込まれ、それにより、弾性フィルムがこの領域で拡張され、外側の
第２の弾性フィルム又はキャリヤ材料（ブリスタ）の外側開口部に通じるチャネルが形成
される。有利には、弾性フィルムは、その弾性復元力により絞り作用を流れに及ぼし、そ
の結果、流体は、弾性チャネル内で乱流を生じることなく一様に流れる。一様に絞れた流
れの結果として、気泡形成が回避される。
【００４０】
　本発明の一実施形態では、ブリスタストリップは、マイクロフルイディックプラットホ
ームと組み合わされる。マイクロフルイディックプラットホームは、板状基体、特にプラ
スチックシートであり、この基体にはチャネル及び毛管チャネル網が形成される。少なく
とも１つの毛管チャネルは、液体の計量目的でブリスタの少なくとも１つの容器に流体結
合可能な入口領域を有する。
【００４１】
　このために、ブリスタストリップに設けられている出口開口部をマイクロフルイディッ
クプラットホームに設けられている入口領域に整列させ、ブリスタストリップをマイクロ
フルイディックプラットホームに取り付ける。この取付けは、例えば、ブリスタストリッ
プをプラットホームに接着することにより又はこれらブリスタストリップを相互案内状態
に配置することにより実施できる。
【００４２】
　特に好ましい実施形態では、ユーザに提供される器具は、マイクロフルイディックプラ
ットホームを備えたカートリッジ又はカセットユニット及び１つの容器又は一連の容器を
有する。液体又は試薬を計量したり運搬したりするためのマイクロフルイディックチャネ
ルを有するマイクロフルイディックプラットホームは、製造プロセス中に１つ又は２つ以
上の容器に直接連結される。マイクロフルイディックプラットホームは、チャネルが形成
された板状基体から成る。チャネルは、プラスチック、好ましくは透明なプラスチックで
作られたカバーフィルム又はカバーキャリヤによって外側が閉鎖される。変形例として、
チャネル及び他の構造は、開けられたマイクロフルイディック穴又は切欠きが形成されて
いる中間フィルム又はシートによって形成されても良い。次に、チャネル又は構造のベー
スが扁平なキャリヤプレートによって形成され、上側クロージャがカバーフィルム又はカ
バープレートによって形成される。
【００４３】
　好ましくは、両面接着フィルムが、キャリヤプレートとカバープレートを接着力によっ
て互いに結合する中間フィルムとして用いられる。有利には、カバープレートは、容器を
収容することができる凹部、特に窪みを有する。凹部のベースは、貫流開口部を有し、こ
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の貫流開口部は、マイクロフルイディックチャネル又は別のマイクロフルイディック構造
、例えば入口領域、収集領域又は分離領域、特にフィルタ領域に開口し、又はこの構造に
流体結合される。
【００４４】
　流体結合部という用語は、例えば、弁としての役目を果たし、外力を受けた場合にのみ
連結部となる部分、即ち、作動機構体又は力に応じて流体運搬機能を実現する部分を意味
している。容器は、特に、窪み内に接着によって固定される。容器は、第１のフィルムに
より密閉され、第１のフィルムは、流体を容器チャンバ内に封入する。
　フィルムは、好ましくは、アルミニウムで作られ、ツール、例えばダイの作用によりフ
ィルムを切断することができる。有利には、容器蓋としても見なすことができる第１のフ
ィルムは、両面接着プラスチックストリップによって窪みのベースに取り付けられる。接
着ストリップは、貫流開口部の付近に対応の凹部を更に有する。
【００４５】
　第２の弾性フィルムが第１のフィルムに直接被着され、特に、これに平べったい状態で
結合されるか、有利には第２のフィルムが貫流穴の反対側に被着されるのが良い。第２の
弾性フィルムは、基体のところでフルイディック構造を密閉する。第２の弾性フィルムは
、好ましくは、貫流開口部がフィルムによって覆われるようにチャネルの側壁を形成し又
は基体で支持される。好ましくは、第２のフィルムは、基体に部分的に取り付けられてい
るに過ぎず、その結果、非取付け領域では、基体と第２のフィルムとの間にチャネルが形
成され又はフィルムの拡張によってチャネルを形成することができるようになっている。
【００４６】
　パウチを形成するよう硬質プラスチック材料の熱可塑性変形により形作られた容器に代
えて、容器として柔軟性袋又は管を用いても良い。この種の袋は、第１のフィルムで密閉
されたクロージャを有する。袋又は管は、凹部内に配置されると同時に第１のフィルムが
特に接着及び溶接によって貫流開口部又はマイクロフルイディックプラットホームの入口
領域に密封的に結合される。
【００４７】
　圧力を加えることにより柔軟性袋を容易に圧縮することができる。好ましくは、袋は、
弁又は連結部を介して圧縮力により作用を受けることができるチャンバ内に配置される。
外部から作用する圧縮力は、袋を圧縮し、それにより流体をマイクロフルイディック構造
中に導く。
【００４８】
　さらに、加圧部材、特に円錐形ピンが、好ましくは、このようにして形成されたマイク
ロフルイディック器具に設けられ、このピンは、ブリスタチャンバ又はブリスタパウチに
対して動くことができる。ブリスタチャンバのベースの付近で想定される運動中、円錐形
ピンがチャンバに押し込まれ、第１のフィルムの裂け又は破断が生じ、それによりブリス
タの流体チャネルとマイクロフルイディックプラットホームの毛管チャネルとの流体結合
部が開かれる。
【００４９】
　本発明の好ましい実施形態では、複数本のピンがブリスタに押し込まれ、流体経路が互
いに異なる容器からの複数種類の液体のために開かれるようになり又は多くの入口箇所か
らのプラットホームのマイクロフルイディックネットワーク中への特定溶液の流体結合部
が得られるようになる。
【００５０】
　溶液又は試薬の計量は、容器を圧縮することによって行われる。好ましくは、圧縮は、
例えば作業員が自分の指の先で容器の外面を押すことにより圧力を容器壁に及ぼして圧縮
が行われる。解決策としての自動化手段により、ダイによって容器チャンバを圧縮し、そ
れにより流体を隣接のチャネル中に押し込む。
【００５１】
　好ましくは、プラットホームのサイズの平べったいダイが分析器械によって規定された
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量動かされる。マイクロフルイディックプラットホームの表面上に幾何学的に延びている
容器チャンバに表面圧力を及ぼすことによりチャンバが変形し、流体を計量してプラット
ホームのチャネル系中に供給する。
【００５２】
　別の好ましい実施形態では、ダイが用いられることが想定され、そのダイ表面は、容器
の表面を覆い、ダイは、変位機構体によって次々に互いに異なる容器に当接するようにな
り、それにより流体又は試薬を規定された仕方で順次計量し、ダイを下降させ、容器を圧
縮することによりマイクロフルイディックプラットホーム中に供給する。調節機構体又は
作動駆動装置は、分析器具によって制御される位置決めスライダであるのが良く、これは
、段階式駆動手段又は微小機械的アクチュエータである。
【００５３】
　分析器具は、例えば、アクチュエータによって作動され、それにより、オペレータは、
ブリスタストリップをプラットホーム上に配置することによりマイクロフルイディックプ
ラットホーム、カセット又はカートリッジを先ず最初に本発明のブリスタストリップに連
結し、ブリスタストリップ及びプラットホームは、これらの平べったい側部が互いに向い
た状態で位置するようになる。次に、分析器具にこのようにして形成されたマイクロフル
イディック器具を装填し、分析プロセスを開始させる。
【００５４】
　想定される分析のプロセスステップに応じて、マイクロフルイディックプラットホーム
に別のブリスタを暫定的に再装填する必要のある場合がある。この目的のため、マイクロ
フルイディックプラットホーム及びブリスタを有するマイクロフルイディック器具を分析
器具から取り出し、使用済みのブリスタを取り出し、新品のブリスタをプラットホーム上
に置き、器具を分析器具中に戻す。変形例として、この操作ステップは、例えば対応のス
テップを実施する実験室ロボットによって自動的に実施することも可能である。
【００５５】
　好ましい実施形態では、マイクロフルイディックプラットホーム、即ちカセット又はカ
ートリッジは、製造プロセスそれ自体の間に本発明の容器に連結される。この目的のため
、プラットホームは、凹部を有し、この凹部にはその開放した側部から容器が挿入される
。容器を凹部の付近で例えばプラットホームに接着し又は溶接する。
【００５６】
　プラットホームは、凹部又は切欠きの付近に、マイクロフルイディックチャネルのため
の入口領域を有し、容器を密閉しているフィルムを切断した後、容器内に入れられていた
流体がチャネル中に流れることができるようにする。プラットホームと関連した容器の動
作にとって、容器とプラットホームのマイクロフルイディックチャネルのための入口領域
との間の漏れ止め結合部が設けられることが必要不可欠である。この結合は、有利には、
密封手段、例えば入口領域を包囲する弾性シールによって提供される。
【００５７】
　変形例として、かかる結合は、入口領域をプラットホームに、そして出口領域を容器に
溶接すると共に密封的に連結する局所接着又は溶接によって提供されても良い。特に有利
には、容器とプラットホームは、両面接着フィルム材料によって接着され、それにより、
平べったい流体結合部の付近には、接着フィルム材料には凹部の形態をした開口部が設け
られる。接着フィルムは、容器をプラットホームに固定的に結合して連結領域を封止する
。
【００５８】
　好ましい実施形態では、分析器具は、コントロール装置、特にプロセスコンピュータを
有し、これは、適当な制御ソフトウェアによって実施されている分析ステップをモニタす
ると共にこれらを調節する。制御コンピュータは、容器からの液体又は試薬の計量を検出
すると共に実現するセンサ及び／又はアクチュエータに接続されている。
【００５９】
　制御装置は、好ましくは、少なくとも１つのマイクロプロセッサ又はＡＳＩＣを有し、
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かかるマイクロプロセッサ又はＡＳＩＣは、Ｄ／Ａ及び／又はＡ／Ｄインターフェイスを
介してセンサデータを検出し、制御信号をアクチュエータ、特に作動駆動部に送る。制御
信号に応じて、１本又は２本以上のピン又はダイを動かして第１のフィルムを穿通し、別
のステップでは、１本又は２本以上のダイを動かして容器を圧縮し、このようにして、１
種類又は２種類以上の試薬を規定された仕方でマイクロフルイディックプラットホームの
チャネル中に放出する。
【００６０】
　以下に説明する図を参照して本発明を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の容器の縦断面図である。
【図２ａ】容器の断面図である。
【図２ｂ】容器の斜視図である。
【図２ｃ】容器の断面図である。
【図２ｄ】容器の断面図である。
【図２ｅ】容器の断面図である。
【図３】複数枚の密封フィルムを備えた容器の実施形態を示す図である。
【図４】チャネルを容器に対して開口させる手段を備えた容器を示す図である。
【図５ａ】中間フィルム及び絞り流体チャネルを備えた容器を示す図である。
【図５ｂ】中間フィルム及び絞り流体チャネルを備えた容器を示す図である。
【図５ｃ】中間フィルム及び絞り流体チャネルを備えた容器を示す図である。
【図６ａ】出口チャネルを備えたマイクロフルイディックカートリッジを示す図である。
【図６ｂ】出口チャネルを備えたマイクロフルイディックカートリッジを示す図である。
【図６ｃ】出口チャネルを備えたマイクロフルイディックカートリッジを示す図である。
【図７ａ】柔軟性容器袋を備えたマイクロフルイディックカートリッジを示す図である。
【図７ｂ】柔軟性容器袋を備えたマイクロフルイディックカートリッジを示す図である。
【図８】部分的に取り付けられていない第１のフィルムを備えたマイクロフルイディック
カートリッジを示す図である。
【図９】出口領域を備えた容器を有するマイクロフルイディックカートリッジを示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００６２】
　図１は、本発明の容器（１）を示しており、この容器では、弾性材料の第２のフィルム
（７）が容器ベースを覆っている。容器は、キャリヤストリップ、特にＰＰで作られたプ
ラスチックストリップ（２）で作られ、このキャリヤストリップ内には、パウチ（４）が
熱成形により形成されている。この材料で作られた容器壁の厚さは、１００ミクロン～３
００ミクロン、好ましくは１８０ミクロン～２２０ミクロンである。容器パウチ（４）の
容積は、１００マイクロリットル～１０００マイクロリットルであり、図示の実施形態に
よれば、好ましくは、２０マイクロリットル～４００マイクロリットルである。
【００６３】
　窪み（４）は、半球形であり、圧力により、特に指圧により、具体的にはオペレータの
加えた指圧により弾性変形可能である。好ましくは、プラスチックストリップは、拡散防
止であり、ガス密であり且つ流体密であるパウチ又は窪み（４）を形成するよう金属箔、
特にアルミニウム箔と積層され、これで内張りされ又は被覆されている。
【００６４】
　第１のフィルム（３）が容器開口部を流体密状態で覆っている。第１のフィルム（３）
の流体密結合部は、第１のフィルム（３）を第１の溶接連結部（１１）に沿って容器ベー
スの付近の容器壁まで溶接することにより作られている。変形例として、第１のフィルム
は、プラスチックストリップの平坦な領域によって形成された容器のベース（２）に取り
付けられても良く、この取付けは、第１のフィルム（３）を接着部に沿ってプラスチック
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ストリップ（２）に接着することによって行われている。有利には、第１のフィルム（３
）と第２の弾性フィルム（７）は、互いの頂部上に平べったい状態で位置している。
【００６５】
　第１のフィルム（３）は、好ましくは、金属、特にアルミニウムで作られ、容器パウチ
を流体密状態で密閉している。第１のフィルムは、その表面全体にわたってプラスチック
ストリップ（２）に溶接され又は接着されるのが良い。好ましくは、この実施形態１によ
れば、第１のフィルムは、パウチの付近にのみ被着されている。第１のフィルムは、０．
５～２５ニュートンという圧力、特に３～１０ニュートンという低い圧力、例えば指の圧
力を加えることによって破断することができるのに十分薄く作られている。
【００６６】
　弾性の第２の弾性フィルム（７）は、容器ベースを閉鎖している。有利には、第２のフ
ィルムは、キャリヤストリップ（２）又はブリスタストリップのベースを覆っている。第
２のフィルムは、容器の表面、特にパウチ及び密封フィルムで形成されたブリスタストリ
ップに取り付けられ、特に、その表面が上述のブリスタストリップ及び／又は第１のフィ
ルム（３）に接着され又は溶接されている。
【００６７】
　この実施形態では、ベース開口部（１２）又は上方に向いた容器開口部（１２）の付近
に第１の貫流開口部（６）が設けられている。この場合、圧力が容器開口部（１２）の付
近で第１のフィルム（３）及び第２のフィルム（７）に加えられると、第１のフィルム（
３）は、破断し、容器に入っている液体は、容器から第１の貫流開口部（６）を通って逃
げ出ることができる。
【００６８】
　図２ａ、図２ｂ、図２ｃ、図２ｄ及び図２ｅに記載された別の実施形態では、キャリヤ
（２）が容器（１）のためのパウチ（４）を形成するよう第１の場合と同様に形作られて
いる。キャリヤ材料は、アルミニウム‐プラスチック複合材から成り、アルミニウムがプ
ラスチック上に積層されている。液体、特に試薬がブリスタパウチ（４）内に収容され、
ブリスタパウチ（４）は、容器（４）の製造中、容器チャンバを形成する。第１のフィル
ム（３）、特に金属箔が接着部（５）、積層、粘着、溶接又は他の取付け方法により容器
の縁部（９）に連結されており、第１のフィルム（３）は、容器の縁部に結合して容器開
口部（１２）を封止するようになっている。第１のフィルムは、容器の周りにぐるりと平
坦な表面を覆い、或いは局所的にのみ被着されている。
【００６９】
　別の中間フィルム（１３）が第１のフィルム（３）及びキャリヤストリップ（２）に特
に平べったい状態でこれらに被着された状態で設けられている。中間フィルムは、好まし
くは、圧力が加えられると変形可能な弾性材料から成る。中間フィルム（１３）は、容器
開口部の付近に第１の貫流開口部（６）を有し、この第１の貫流開口部は、容器チャンバ
の縁部（９）から１ｍｍ～１０ｍｍの間隔を置いたところに配置され、この第１の貫流開
口部は、１００ミクロン～５０００ミクロンの開口部直径を備えた穴又はボアとして形成
されている。穴又は開口部（６）は、半球形パウチ（４）の方に向いている。
【００７０】
　中間フィルム（１３）は、好ましくは弾性である。しかしながら、中間フィルムは、図
２ｃ～図２ｅに記載された他の好ましい実施形態の場合と同様非弾性材料から成っていて
も良い。中間フィルム（１３）は、容器開口部（１２）が容器縁部（９）のところに包囲
自由空間を有するよう容器開口部（１２）の付近に構成されている。容器開口部のところ
に位置する中間フィルム（１３）の表面の部分は、中間フィルム（１３）の残部に連結さ
れておらず、その結果、容器開口部のところに位置する中間フィルムの部分は、中間フィ
ルムの残部に対して自由に動くことができる。変形例として、中間フィルムのこれら部分
相互間のスポット連結部は、包囲自由空間に位置したままであっても良く、これら連結部
は、圧力が加えられると破断される。
【００７１】
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　第２のフィルム（７）が平べったい取付け部によって中間フィルム（１３）に連結され
ている。第２のフィルム（７）の表面溶接（１１）又は接着（５）は、パウチ縁部（９）
から第２の貫流開口部（１０）まで延びる領域（８）には、ブリスタストリップ（２）へ
の弾性の第２のフィルム（７）のしっかりとしたくっつきが存在しないよう実施される。
第２の弾性フィルム（７）は、非取付け領域（８）に弾性密封状態で当たる。第２のフィ
ルムの貫流開口部（１０）は、キャリヤ又はブリスタストリップ（２）の貫流開口部（１
０）と合同関係をなす。
【００７２】
　図２ｃ及び図２ｅによれば、容器（１）は、マイクロフルイディック器具（２０）内に
位置した状態で示されており、この容器は、マイクロフルイディックプラットホーム（１
７）に連結されている。ブリスタストリップの一部であっても良いプラットホーム（１７
）及び容器（１）は、支持体（１４）によって保持されている。マイクロフルイディック
プラットホーム（１７）は、入口領域（１８）を有し、試験流体又は試薬は、この入口領
域を通ってプラットホーム（１７）のフルイディックネットワーク又はチャネル内に流入
することができる。好ましくは、液体は、毛管力によりマイクロフルイディックプラット
ホーム（１７）中に分配される。
【００７３】
　液体を容器（１）内に放出し、液体をマイクロフルイディックプラットホーム（１７）
中に計量分配するため、ダイ又はラム（１５）を支持体（１４）に設けられた開口部中に
動かし、このダイ又はラムは、当初、その平坦な断面方向表面が第２の弾性外側フィルム
（７）の上に位置する。ダイ（１７）の移動が図２ｄに示されているように支持平面（１
９）を越えた場合（この平面は、支持体（１４）及び平坦な容器側部によって構成される
）、外側の第２のフィルム（７）、中間フィルム（１３）及び第１のフィルム（３）は、
容器の内部に向かって押される。外側の第２のフィルム（７）は、弾性変形し、中間フィ
ルム（１３）は、実質的に力を加えないで動かされ、破断点伸びが小さい第１のフィルム
（３）は、第１の貫流開口部（６）の付近で裂ける。包囲する裂けが容器の縁部の付近で
生じることが想定できる。
【００７４】
　次のステップでは、第１のダイ（１５）を支持平面（１９）に戻し、他方、第２のフィ
ルム（７）の弾性の結果として、第２のフィルム（７）は、その定位置に戻り、第１のダ
イ（１５）の運動によって容器の内部に生じた圧力が再び低下する。
【００７５】
　次のステップでは、図２ｅに示されているように、第２のダイ（１６）を動かしてドー
ム状容器を圧縮する。静水圧成形により、液体が容器の内部（４）から押し出され、この
液体は、露出状態の開口部（６）を通って流れる。非取付け状態の領域（８）内に密封的
に当たっている第２のフィルム（７）の弾性の結果として、形成された流れチャネルは、
当初、依然として緊密に密封されている。
【００７６】
　流体の圧力が或る特定のレベルを超えると、第２のフィルム（７）の復元力及び非取付
け領域（８）における中間フィルム（１３）へのそのくっつきに打ち勝ち、流体は、非取
付け領域（８）内におけるフィルム（７）の凸により形成されたチャネルを通って流れる
ようになる。このチャネル経路は、フィルム（７）の復元力によりチャネル中への液体の
一様な流入が生じるので、流れにとって絞りとして働くという性質を有する。
【００７７】
　これにより、気泡がチャネルの入口のところで生じるのが阻止される。領域（８）のチ
ャネルから始まって、液体又は試薬は、次に、中間フィルム及びキャリヤ（２）の第２の
開口部（１０）を通って流れてマイクロフルイディックプラットホーム（１７）の入口領
域（１８）に流入する。
【００７８】
　図３によれば、フィルムは、互いに対して別々に層状に積み重ねられても良い。この場
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合、中間フィルム（１３）は、キャリヤフィルム（２）に直接被着され、キャリヤフィル
ム（２）は、容器チャンバ（４）を備えた容器（１）を形成している。中間フィルム（１
３）は、引裂き強さの小さい第１のフィルム（３）及び第２のフィルム（７）によって覆
われている。中間フィルム（１３）と第２のフィルムの両方は、弾性である。第１のフィ
ルム（３）は、その表面が特に接着により中間フィルム（１３）に結合されている。
【００７９】
　第１のフィルム（３）も又、その表面が第２のフィルム（７）に、非取付け領域（８）
が残されたままの状態で接着されている。力が加えられると、第２の外側フィルム（７）
及び中間フィルム（１３）は、弾性変形し、これに対し、第１のフィルムは裂ける。この
種の容器チャンバ（４）を圧縮すると、キャリヤ（２）及び中間フィルム（１３）にしっ
かりと結合された第１のフィルム（３）と外側の弾性フィルム（７）との間にはチャネル
が形成され、流体は、このチャネルを通ってマイクロフルイディック器具（２０）の入口
領域に流入することができる。
【００８０】
　図４ａ及び図４ｂに示されている本発明の一実施形態によれば、尖っていないツール、
即ち、第１のダイ（１５）を備えたマイクロフルイディックプラットホーム（１７）が分
析器具の可動板に取り付けられ、この可動板は、機械の中で分析器具の回転中心回りに動
くことができる。マイクロフルイディック分析器具は、取付け状態の且つ完全に満たされ
たブリスタパッケージと共にマイクロフルイディック器具（２０）内に挿入される。
【００８１】
　ブリスタパックの下面は、接着層により頂部に設けられている異形アルミニウム複合フ
ィルムに被着された薄い平べったいアルミニウム箔（３）から成っている。分析器械中の
機構により、可動板は、これに取り付けられた状態の尖っていないダイツール（１５）、
特に円錐形ダイと共に器械内のマイクロフルイディックプラットホーム（１７）の下面ま
で回転中心回りに動く。そのようにする際、マイクロフルイディックプラットホーム（１
７）又はブリスタの下面に被着されている弾性フィルムは、尖っていないツールにより壊
れないで弾性変形する。マイクロフルイディックプラットホーム（１７）の下面から多少
の間隔を置いてその上方に配置されたブリスタパックの薄いアルミニウム箔は、尖ってい
ないツールによって破断され、その結果、容器内に入っている液体は、逃げ出てマイクロ
フルイディックプラットホーム（１７）に達することができるようになっている。
【００８２】
　マイクロフルイディックプラットホーム（１７）又はブリスタの下面に被着されている
弾性フィルムが変形するが破断されないので、マイクロフルイディックプラットホーム（
１７）は、閉鎖且つ密閉状態のままであり、従って、分析器械の汚染の恐れが生じないよ
うになっている。器具内のダイツール（１６）により、ブリスタパックの異形頂部をブリ
スタパックの開放後に制御された仕方で器械によって変形させ、測定中の流体がマイクロ
フルイディックプラットホーム（１７）上に制御された仕方で移送される。
【００８３】
　図５ａ～図５ｃは、本発明の別の有利な実施形態としての容器（１）を示している。容
器は、基体ストリップ（２）内の容器チャンバ（４）を有している。容器（１）は、基体
ストリップ（２）の板状平面に向かって開放する。円錐形容器（１）は、平面から突き出
ており、ブリスタストリップは、複数個のかかる容器チャンバ（４）又はパウチを有して
いる。中間フィルム（１３）が容器（１）又はブリスタストリップのベース平面上に貼り
付けられている。
【００８４】
　中間フィルム（１３）は、容器チャンバ（４）の付近に第１の貫流開口部（６）を有し
、更に、貫通穴の形態をした第２の貫流開口部（１０）が中間フィルム（１３）に設けら
れており、この第２の貫流開口部は、キャリヤストリップ（２）の開口部に隣接して位置
している。
【００８５】
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　第２の開口部の上に、密封手段（３０）、特に貫流開口部を備えた両面接着シール（３
０）が設けられており、容器（１）とフルイディック器具の入口領域との間の流体密結合
部をシール（３０）を介して作ることができるようになっている。
【００８６】
　第３の取付け部（２９）が第１のフィルムを平坦な容器表面に貼り付けることにより形
成されている。この積層連結部（２９）は、中間フィルム（１３）とキャリヤ（２）との
間に流体型バリヤ層を形成しており、従って、流体は、第１の貫流開口部（６）及び第２
の貫流開口部（１０）を通って容器のチャンバの内部（４）内にしか流入することができ
ないようになっている。
【００８７】
　第１の、好ましくは流体密且つガス密アルミニウム箔（３）が中間フィルムに貼り付け
られている。第１の箔又はフィルムも又、第２の貫流開口部（１０）の付近に開口部を有
し、該開口部は、好ましくは、キャリヤ（２）及び中間フィルム（１３）の開口部に隣接
して位置している。
【００８８】
　貼り付け又は積層により、接着層又は溶接部の形態をした第２の取付け部（２７）が形
成され、この第２の取付け部は、中間フィルム（１３）を貫流開口部（６，１０）を除き
、その表面全体にわたって第１のフィルムに流体密状態で結合している。
【００８９】
　中間フィルム（１３）と容器キャリヤ（２）及び第１のフィルム（３）の積層の代替手
段として、両面接着中間フィルム（１３）を設けても良い。第２のフィルム（７）が第１
のフィルム（３）に貼り付けられ、この貼り付けは、この場合も又第１の貫流開口部（６
）を第２の貫流開口部（１０）に結合する非取付けチャネル領域（８）を除き、表面全体
にわたって実施される。貼り付けにより、第１の取付け部（２３）が形成される。図５ａ
で理解できるように、チャネルを形成する中間隙間が作られるのが良く、或いは、外側フ
ィルム（７）は、図５ａの記載とは対照的に、第１のフィルム（３）及び第２の貫流開口
部（１０）に密封的に当たる。
【００９０】
　第２の弾性フィルム（７）及び第１のフィルム（３）は、圧力を加えると、第１のフィ
ルムが裂け、第２のフィルム（７）が弾性的に且つ／或いは可塑的に変形するようこれら
の引張強さが互いに異なっている。
【００９１】
　第１のフィルム（３）、即ち容器（１）のための密封フィルムを切断するため、第１の
ダイ（１５）、即ち分離ダイを第１の貫流開口部（６）の方向に動かす。分離ダイ（１５
）は、尖っていないダイ表面を有し、このダイは、これが開口部（６）に入ることができ
るような寸法のものである。第１のフィルム（３）は、図５ｂに示されているように裂け
る。
【００９２】
　好ましくは、ブリスタチャンバ（４）は、完全に満杯の状態である。今や分離ダイ（１
５）を引っ込めた場合、第２のフィルム（７）は、その弾性の結果としてその初期位置に
ほぼ戻る。
【００９３】
　別のステップでは、カートリッジ（２０）内における容器（１）の使用中、第２のダイ
（１６）が容器に作用する。カートリッジ（２０）によって保持された容器は、加圧ダイ
（１６）によって圧縮され、流体が容器から押し出される。
【００９４】
　発生した流体圧力により、非取付け領域（８）における第２のフィルム（７）の拡張が
生じ、その結果、流体チャネルが作られ、これを通って容器流体が流出するようになる。
【００９５】
　容器（１）の外側カバーフィルムとしての第２のフィルム（７）の復元力の結果として
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、フィルムにより境界付けられたこの流体チャネルの壁は、絞りとして働き、その結果チ
ャネル内での流体の一様な流れが得られる。特に、絞り効果により、乱流が回避されるの
で気泡の流入が抑制される。好ましい実施形態では、外側弾性カバーフィルム（７）は、
両面接着フィルムである。接着フィルム（７）は、一方の接着側が密封フィルム（３）に
くっつけられるのが良い。
【００９６】
　すると、接着フィルム（７）の第２の外側の接着側は、容器（１）又は複数個の容器の
場合、ブリスタストリップを透明なマイクロフルイディック器具に取り付け、特にこれを
マイクロフルイディックカートリッジに接着し又は溶接するのに役立つ。
【００９７】
　図６ａに記載された別の実施形態では、マイクロフルイディックプラットホーム（１７
）が凹部を備えた板状基体から成り、これら凹部は、マイクロフルイディックネットワー
クのための入口開口部（１８）を有している。凹部は、基体の第１の側に、例えば頂部に
形成され、これら凹部は、容器（１）を部分的に又は全体的に受け入れることができる。
フルイディック構造、特にチャネル又はチャンバの形態をした凹部が基体の下面に形成さ
れている。入口開口部（１８）は、流体に対して開口した仕方でマイクロフルイディック
構造に結合されており、従って、入口開口部（１８）に流入した試薬は、マイクロフルイ
ディックネットワーク中に流れるようになっている。
【００９８】
　チャネル（４０）が入口開口部（１８）にすぐ隣接して位置している。
【００９９】
　弾性の第２のカバーフィルム（７）が固定層（２７）に沿って基体の下面上に貼り付け
られ、それにより、マイクロフルイディック構造を流体密状態で閉鎖している。容器チャ
ンバ（４）を流体密且つガス密状態で封入する第１の密封フィルム（３）を備えた容器（
１）が外側フィルム表面を介して凹部内に設けられている。
【０１００】
　容器のベースを形成する密封フィルムは、第１の取付け層（２３）に沿って接着され、
入口開口部（１８）を流体密状態で頂部から封止している。
【０１０１】
　マイクロフルイディックプラットホーム（１７）及びこれに取り付けられた容器（１）
により形成されるカートリッジ（２２）は、平面（１９）に沿って分析器具の入れ物（２
４）に当接する。入れ物（２４）は、入口開口部（１８）と位置が合った状態の貫通ボア
を有する。分離ダイ（１５）がボア内で案内され、この分離ダイは、入口開口部（１８）
の方向に動く。軟質で弾性の第２のフィルム（７）が入口開口部を通って押し込まれ、遂
には、これが第１のフィルムに当たるようになる。第１のフィルムは破断点伸び又は引裂
き強さが極めて制限されているので、それ以上の運動により、第１のフィルムが裂ける。
【０１０２】
　移動距離は、図において誇張して示されている。代表的には、チャネル（４０）の高さ
は、１０ミクロン～１００ミクロンであり、入口開口部（１８）の付近における基体キャ
リヤの厚さは、１０ミクロン～５ｍｍである。第１のダイ（１５）の作動距離の結果とし
て、２００ミクロン～５ｍｍのストロークが生じる。
【０１０３】
　分離ダイの直径は、１ｍｍ～１０ｍｍであり、この直径は、入口開口部（１８）の直径
に対応している。
【０１０４】
　分離ダイは、適当なアクチュエータ、例えば圧電駆動装置によって自動的に動かされる
のが良い。有利には、分離ウェッジ（２５）が入口開口部の付近で第２のフィルム（７）
に設けられるのが良く、その目的は、分離プロセスを助けることにある。この分離ウェッ
ジは、一箇所における力の導入及び密封フィルム（３）の分離に役立つ。分離ウェッジ（
２５）は、好ましくは、第２のフィルム（７）と同一材料から成り、或いは、変形例とし



(17) JP 5401542 B2 2014.1.29

10

20

30

40

50

て、非弾性材料で作られ、その後、第１のフィルム（３）に取り付けられる。
【０１０５】
　カートリッジ（２２）を挿入すると、分離ダイ（１５）が引っ込められる。弾性カバー
フィルム（７）は、その元の位置をほぼ再びとる。今や、図６ｃに示されているように加
圧ダイ（１６）をドーム状容器（１）上に置く。加圧ダイ（１６）の直径は、プラットホ
ーム（１７）の凹部の直径にほぼ一致しており、従って、加圧ダイを凹部中に下降させる
ことができる。
【０１０６】
　有利には、ダイ（１６）は、平べったくした円錐形先端部を有する。球形部分の平べっ
たい頂部は、容器ベース上に載り、容器の内容物を入口開口部（１８）からチャネル（４
０）又はチャネル系中に押し出す。
【０１０７】
　次に、容器壁が折り畳まれる。ダイ（１６）の円錐形先端部は、ダイの表面よりも小さ
なベース面積を有し、従って、折り畳み状態の容器壁は、縁部領域でダイ（１６）の外周
部に当たって位置するようになる。その結果、容器を大幅に圧縮し、この中に入っている
液体をプラットホーム（１７）中に完全に追い出すことが可能である。
【０１０８】
　図７ａに記載されている別の実施形態では、カートリッジ（２２）は、凹部が形成され
たキャリヤ基体を備えたマイクロフルイディックプラットホーム（１７）、チャネル（４
０）を密封的に覆う弾性カバーフィルム（７）及び入口開口部（１８）を有している。カ
バーフィルム（７）は、その表面が基体に取り付けられ、特に、この基体上に貼り付けら
れ、他方、非取付け領域（８）は、基体に設けられた貫流開口部（１８）とマイクロフル
イディック構造（４０）との間の流体結合部をもたらしている。
【０１０９】
　入口開口部（１８）は、凹部内で密封フィルム（３）によって覆われ、この密封フィル
ムは、取付け層（２３）、特に接着剤又は溶接ラインによって基体に流体密且つガス密状
態で固定的に取り付けられている。
【０１１０】
　凹部内において、柔軟性袋が容器（１）として設けられ、容器のクロージャは、密封フ
ィルムによって形成されている。クロージャは、接着によって密封フィルムが取り付けら
れたカラー状貫流領域（ここでは示されていない）を有するのが良い。
【０１１１】
　凹部は、弁又は変形例としてガス開口部を備えたカバーによってガス密状態に封止され
ている。カバーは、例えば基体に溶接されている。すると、ガスを高い圧力下で連結部又
は弁（２１）中に導入することができる。
【０１１２】
　次に、密封フィルム（３）を上述したように切断した場合、柔軟性袋は、ガス圧力によ
って圧縮され、この中に入っている流体は、図７ｂに示されているようにチャネル（４０
）中に流れる。この実施形態の場合も又、チャネルの長さは、非取付け領域（８）に絞り
作用を与える。
【０１１３】
　図８のカートリッジ（２２）がポット状キャリヤストリップ（２）から成る容器（１）
を有し、このキャリヤストリップ（２）は、第１の取付け平面（２３）に沿って内張りア
ルミニウムフィルムに貼り付けられている。アルミニウム箔（３）の内張り又は貼り付け
は、先の作業で実施されており、この作業では、貫流開口部（１０）を備えた弾性フィル
ム（７）の表面全体をチャネル状領域（８）を除きアルミニウム箔に取り付けられる。カ
ートリッジ（２２）は、マイクロフルイディックプラットホーム（１７）を更に有し、こ
のマイクロフルイディックプラットホームは、流体運搬構造のための入口開口部（１８）
を有すると共に分離ダイ（１５）を案内する開口部を備えている。
【０１１４】
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　プラットホーム（１７）は、締結層、例えば接着層、溶接連結部又は両面接着ストリッ
プ（２９）により容器（１）に取り付けられている。
【０１１５】
　図９に示されている実施形態では、カートリッジ（２２）は、容器（１）を有し、この
容器は、アルミニウムで作られた密封フィルム（３）により閉鎖され、プラットホーム（
１７）に設けられた凹部内に挿入されている。
【０１１６】
　容器（１）とプラットホーム（１７）は、弾性カバーフィルムにより互いに結合され、
カバーフィルム（７）は、プラットホームの入口領域（１８）に開口したチャネル（４０
）を有している。カバーフィルム（７）は、両面が粘着性であり、従って、接着により結
合部が作られるようになっている。有利には、容器は、チャネル（４０）上に延び、流体
の流れについて優先的な方向を定めるチャネル（３５）を有している。
【符号の説明】
【０１１７】
　１　容器
　２　キャリヤストリップ
　３　第１のフィルム
　４　容器チャンバ
　５　接着層
　６　第１の貫流開口部
　７　第２のフィルム
　８　非取付け領域
　９　容器の縁部
　１０　第２の貫流開口部
　１１　溶接連結部
　１２　容器開口部
　１３　中間フィルム
　１４　支持体
　１５　第１のダイ
　１６　第２のダイ
　１７　マイクロフルイディックプラットホーム
　１８　入口開口部
　１９　支持平面
　２０　マイクロフルイディック器具
　２１　弁
　２２　カートリッジ
　２３　第１の取付け部
　２４　入れ物
　２５　分離部分
　２７　第２の取付け部
　２９　第３の取付け部
　３０　チャネル
　３５　容器チャネル
　４０　チャネル
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